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(57)【要約】
乗客コンベヤ移動手すり３０が、ある例では、非織物で
あり、他の例では、非ファブリックである滑り層４０を
備える。第１のポリマ材料が、例えば、掴み面３４を与
える移動手すりの本体部３２を形成するように使用され
る。滑り層４０は、面の少なくとも一部を覆うように移
動手すりの面３８に固定され、これにより、特定の状況
における要求を満足する。開示された例は、このような
滑り層４０を移動手すり３０に塗布する多くの構成およ
び技術を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の厚さを備えるとともに第１のポリマ材料からなり、掴み面を画定する本体部と、
　実質的により小さい第２の厚さを備えるとともに異なる第２のポリマ材料からなり、前
記掴み面の反対側にある非織物滑り層と、
　を備える乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項２】
　前記非織物滑り層は、型成形されるとともに前記本体部に固定されることを特徴とする
請求項１に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項３】
　前記非織物滑り層は、薄いフィルムであることを特徴とする請求項１に記載の乗客コン
ベヤ移動手すり。
【請求項４】
　前記非織物滑り層は、前記本体部の前記掴み面の反対側における少なくとも一部を覆う
ことを特徴とする請求項１に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項５】
　前記非織物滑り層は、前記第２のポリマ材料からなる複数のビードであることを特徴と
する請求項４に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項６】
　前記非織物滑り層は、前記第２のポリマ材料からなる複数の長手方向に延びるストリッ
プであることを特徴とする請求項４に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項７】
　前記非織物滑り層は、２つの横方向に離間した部分からなり、前記本体部は、前記第２
のポリマ材料とは異なる露出したポリマ材料を有した中央部を備えることを特徴とする請
求項４に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項８】
　前記第２のポリマ材料は、フルオロポリマが含浸されたウレタン、ポリオキシメチレン
またはナイロンの少なくとも１つからなることを特徴とする請求項１に記載の乗客コンベ
ヤ移動手すり。
【請求項９】
　前記第２のポリマ材料は、潤滑剤を含むことを特徴とする請求項１に記載の乗客コンベ
ヤ移動手すり。
【請求項１０】
　前記滑り層は、前記移動手すりの移動方向を横切るように配置された複数のスロットを
備えることを特徴とする請求項１に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項１１】
　第１の厚さを備えるとともに第１のポリマ材料からなり、掴み面を画定する本体部と、
　実質的により小さい第２の厚さを備えるとともに異なる第２のポリマ材料からなり、前
記掴み面の反対側にある非ファブリック滑り層と、
　を備える乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項１２】
　前記非ファブリック滑り層は、型成形されるとともに前記本体部に固定されることを特
徴とする請求項１１に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項１３】
　前記非ファブリック滑り層は、薄いフィルムであることを特徴とする請求項１１に記載
の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項１４】
　前記非ファブリック滑り層は、前記本体部の前記掴み面の反対側における少なくとも一
部を覆うことを特徴とする請求項１１に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項１５】



(3) JP 2009-538804 A 2009.11.12

10

20

30

40

50

　前記非ファブリック滑り層は、前記第２のポリマ材料からなる複数のビードであること
を特徴とする請求項１４に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項１６】
　前記非ファブリック滑り層は、前記第２のポリマ材料からなる複数の長手方向に延びる
ストリップであることを特徴とする請求項１４に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項１７】
　前記非ファブリック滑り層は、２つの横方向に離間した部分からなり、前記本体部は、
前記第２のポリマ材料とは異なる露出したポリマ材料を有した中央部を備えることを特徴
とする請求項１４に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項１８】
　前記第２のポリマ材料は、フルオロポリマが含浸されたウレタン、ポリオキシメチレン
またはナイロンの少なくとも１つからなることを特徴とする請求項１１に記載の乗客コン
ベヤ移動手すり。
【請求項１９】
　前記第２のポリマ材料は、潤滑剤を含むことを特徴とする請求項１１に記載の乗客コン
ベヤ移動手すり。
【請求項２０】
　前記滑り層は、前記移動手すりの移動方向を横切るように配置された複数のスロットを
備えることを特徴とする請求項１１に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項２１】
　第１のポリマ材料を用いて第１の厚さを備えた本体部を形成するステップと、
　異なる第２のポリマ材料を用いて、前記本体部の選択された側における少なくとも一部
上に、実質的により小さい第２の厚さを備えかつ非織物または非ファブリックの少なくと
も一方である滑り面を設けるステップと、
　を含む乗客コンベヤ移動手すりの製造方法。
【請求項２２】
　前記本体部を型成形するステップと、
　前記本体部の選択された側に重ねて前記滑り面を型成形するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項２１に記載の製造方法。
【請求項２３】
　前記型成形された本体部を型内に配置するステップと、
　前記滑り面を形成するように前記第２のポリマ材料を前記型内に積層するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項２２に記載の製造方法。
【請求項２４】
　注入、滴下、ブラッシング、ローラまたはスプレーの少なくとも１つを用いて、前記選
択された側に前記第２のポリマ材料を塗布するステップを含むことを特徴とする請求項２
１に記載の製造方法。
【請求項２５】
　前記選択された側に複数の離間した滑り面部分を形成するステップを含むことを特徴と
する請求項２１に記載の製造方法。
【請求項２６】
　前記第２のポリマ材料に潤滑剤を入れるステップを含むことを特徴とする請求項２１に
記載の製造方法。
【請求項２７】
　前記第２のポリマ材料は、フルオロポリマが含浸されたウレタン、ポリオキシメチレン
またはナイロンの少なくとも１つであることを特徴とする請求項２１に記載の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、乗客コンベヤに関し、特に、乗客コンベヤの移動手すりに使用され
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る滑り層に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エスカレータや動く歩道のような乗客コンベヤは、一般に、コンベヤの両端における乗
り場の間で乗客を運搬する移動踏段または移動ベルトを備える。移動手すりは、コンベヤ
に乗っている乗客を安定させる面をもたらすように踏段またはベルトとともに移動する。
一般的な移動手すり構成は、乗客の掴み面をもたらすゴム製あるいは柔軟な熱可塑性樹脂
製の本体部を備える。本体部の下側が、一般に、コットンまたはポリエステルのような滑
り織物によってコーティングされている。滑り織物は、案内部に沿った移動手すりの滑り
を容易にする。
【０００３】
　滑り織物層は、滑り層と案内部との間に低摩擦係数をもたらす表面特性を備えることが
理想的である。通常の移動手すり駆動アッセンブリによって、移動手すり上に低摩擦滑り
層を利用することが制限されてきた。通常の移動手すり駆動アッセンブリは、踏段または
移動ベルトと調和して移動手すりを推進するように移動手すりの両側と係合する摩擦およ
び圧迫式ローラを使用し、これにより、移動手すりはコンベヤに乗っている乗客とともに
移動する。移動手すり駆動機構と移動手すりとの間における十分な摩擦の要件は、滑り織
物層が非常に滑る場合には達成されない。滑り層が案内部上にあるときの低摩擦係数の要
求と、滑り層が駆動機構と係合しているときの高摩擦係数の要求と、によって、滑り織物
層に有効な織物の選択が制限されてきた。
【０００４】
　滑り織物を選択する他の問題点は、織物と、移動手すりの本体部を形成するように使用
される材料との間に良い接着を保証することである。
【０００５】
　１つの代替の提案が、米国特許第３，６３３，７２５号明細書に示されており、該明細
書では、織物滑り層が熱可塑性材料により形成される移動手すりの「カバー」上に使用さ
れている。この特許は、熱可塑性材料自体が案内部に沿ってスライドする構成を備える。
この構成は、現在使用されている移動手すりには一般に見られない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　滑り織物層の摩耗が、乗客コンベヤ移動手すりの修復または交換が必要となる主な原因
である。したがって、移動手すりの寿命を延長するとともにコストを削減するように、摩
耗量を減少する改良された構成が必要とされている。本発明は、この要求に取り組むもの
である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　例示の乗客コンベヤ移動手すりが、第１の厚さを有するとともに第１のポリマ材料から
なり、掴み面を画定する本体部を備える。実質的により小さい第２の厚さを備えるととも
に掴み面の反対側にある非織物滑り層が、第２のポリマ材料からなる。
【０００８】
　１つの例では、非織物滑り層は、移動手すりを曲げるのに要求される柔軟性を与える十
分薄いフィルムとして構成される。
【０００９】
　１つの例では、非織物滑り層は、型成形されるとともに本体部に固定される。
【００１０】
　１つの例では、非織物滑り層は、掴み面の反対側にある本体部の面における選択された
部分のみを覆う。
【００１１】
　ある例では、非織物滑り層は、フルオロポリマが含浸された熱可塑性ポリウレタン、ポ
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リオキシメチレン材料またはナイロンの１つからなる。
【００１２】
　他の例示の乗客コンベヤ移動手すりは、第１の厚さを有するとともに第１のポリマ材料
からなり、掴み面を画定する本体部を備える。実質的により小さい第２の厚さを備えた非
ファブリック滑り層が、掴み面の反対側にあるとともに第２のポリマ材料からなる。
【００１３】
　１つの例では、非ファブリック滑り層は薄いフィルムからなる。
【００１４】
　乗客コンベヤ移動手すりの例示的な製造方法が、第１のポリマ材料を使用して本体部の
一方の側に掴み面を形成するステップを含む。非織物または非ファブリックの少なくとも
一方である滑り面は、本体部の反対側における少なくとも一部上に設けられる。滑り面は
、異なる第２のポリマ材料からなる。
【００１５】
　本発明の多くの特徴および利点は、以下の詳細な説明から当業者に明らかになるであろ
う。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１には、例示の乗客コンベヤ２０が示されている。複数の踏段２２が、乗客を所望の
方向へ運ぶように乗り場２４と乗り場２６との間で移動する。移動手すり３０は、乗客が
コンベヤ２０に乗っているときに握る面を提供するように案内部（図示せず）に沿った経
路に追従する。
【００１７】
　図２には、移動手すり３０が、例えば、ゴム製あるいは柔軟な熱可塑性樹脂材料である
本体部３２を備えた１つの例示の移動手すり構成が示されている。本体部３２は、例えば
、コンベヤ２０に乗っている人が掴む方向に面する掴み面３４を画定する。
【００１８】
　移動手すり本体部３２の反対の面３８が、所定の位置に固定された滑り層４０を備える
。滑り層４０は、露出しており、移動手すりが周知のように移動するときに通常の案内部
（図示せず）に直接接触し、これに沿ってスライドする。
【００１９】
　図から理解できるように、例示の滑り層４０は、本体部３２より実質的に薄い（例えば
、本体部３２は第１の厚さを備えており、滑り層４０は実質的に小さい第２の厚さを備え
る）。１つの実施例では、滑り層４０として薄いフィルムを備える。薄い滑り層４０を使
用することによって、例示の移動手すり３０が要求通りに曲がることができる。ある例で
は、第１の厚さは、第２の厚さの２～１０倍である。
【００２０】
　図２では、面３８の一部が滑り層４０によって覆われていない。この例では、面３８の
覆われていない部分によって、周知のように移動手すり３０と係合する通常の移動手すり
駆動機構用の面が提供される。滑り層４０を含まない面３８の覆われていない材料部分が
、通常の圧迫ローラ型移動手すり駆動部において必要な牽引力を達成する十分な摩擦特性
を備える。
【００２１】
　１つの例では、滑り層４０は、フルオロポリマが含浸された熱可塑性ウレタンである。
１つの例では、フルオロポリマは、ポリテトラフルオロエチレン（即ち、テフロン（登録
商標））である。他の例では、滑り層４０は、ポリオキシメチレン材料である。別の例で
は、滑り層４０は、ナイロンである。また、これらの例の１つが、滑り層４０の摩擦特性
をより減少させる潤滑剤を備えてもよい。
【００２２】
　例示の滑り層４０の１つの特徴は、滑り層４０が非織物滑り層もしくは非ファブリック
滑り層の少なくとも一方からなる即ち構成されることである。従来の構成は、滑り層を形
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成するために、コットンやポリエステルのような織物層に依存してきた。本発明の開示さ
れた例示の実施例は、滑り層４０が、ある例ではファブリックではなく、他の例では織ら
れていないという点で従来の取り組みとは異なる。特有の滑り層構成が、移動手すりの耐
用寿命を延長するとともに性能特性を向上するように使用される。
【００２３】
　１つの例では、滑り層４０は、型成形され、適切な接着剤を用いて移動手すり３０の本
体部３２に固定される。ここで、本体部３２および滑り層４０を画定するように選択され
た所定のポリマ材料が使用される。１つの例では、滑り層４０は、本体部３２を形成する
ときに共に押出成形される。このような例では、第１のポリマ材料が本体部３２を形成す
るように使用され、異なる第２のポリマ材料が滑り層４０を形成するように使用される。
【００２４】
　他の例では、滑り層４０は、予め形成されている本体部３２を覆うように型成形される
。例示の覆う型成形技術は、滑り層４０を形成するように後工程で使用される型内に本体
部３２を配置することと、本体部の面３８の所望な部分に滑り層４０の材料を塗布するこ
とと、を含む。例示の塗布技術は、滑り層４０を形成するように使用される材料を、ブラ
ッシング、ローラ、スプレーまたは注入を用いて塗布することを含む。
【００２５】
　図２から理解できるように、この例示の実施例は、移動手すり３０の面３８のかなりの
部分にわたって滑り層４０を備える。滑り層の部分４２が、面３８のいわゆるへり領域を
覆う。例えば、コンベヤ全長の各端部における折り返し部の周辺で移動手すりの曲げを容
易にするために、滑り層４０の少なくとも部分４２は、図３に示されるような複数のスロ
ット４４を備えており、該スロット４４は、乗客コンベヤの移動時における移動手すりの
移動方向を横切る。この例では、スロット４４は、特定の状況で要求されるように滑り層
４０の比較的固い材料が折り返し部において曲がることを容易にする。長持ちする滑り層
４０および望ましい摩擦特性を設けることを望むと、移動手すりの本体部３２または掴み
面３４を形成するように一般に使用される材料よりも固い材料を使用することが必要にな
る。図３の実施例では、このような材料および通常の移動手すり移動に適応するスロット
４４が含まれる。
【００２６】
　この例では、スロット４４は、滑り層４０が面３８のへり領域を覆っている部分４２に
少なくとも沿って滑り層４０の縁部４６から延びる。図３に示されるように、スロット４
４を用いて滑り層４０を断続的に形成することは、移動手すり３０と、移動手すりが通常
運転時に沿って移動するコンベヤ構造体の案内部または他の部分と、の間における相互作
用の望ましい摩擦係数を与える滑り層４０の能力を妨害しない。これは、スロット４４に
おいて、面３８の露出したポリマが案内部に接触しないからである。この例では、滑り層
４０は、案内部とスロット４４の露出した面３８とを効果的に分離する厚さを備える。
【００２７】
　図４には、移動手すり３０の他の例示の実施例が示されており、該移動手すり３０は、
移動手すりの面３８上に複数の駆動歯部５０を備える。例示の歯部５０は、移動手すりの
移動方向を横切る。この例では、滑り層４０は、面３８の横部分に沿って延びるとともに
歯部５０の先端部上にあり、これにより、歯部５０が適切に設計された案内部に沿ってス
ライドすることが容易になる。ここで、歯部５０の駆動係合面は、移動手すりを所望の方
向に推進する移動手すりの駆動に対応した適切な摩擦または牽引特性を備えるように、滑
り層４０の材料がない状態を維持できる。
【００２８】
　図５には、長手方向に整列された溝５２および歯部５４を備えた移動手すり３０におけ
る他の例示の実施例が示されている。この実施例では、歯部５４の先端部が滑り層４０の
材料によって少なくとも部分的に覆われており、これにより、移動手すりの移動中に歯部
が案内部に沿ってスライドすることを容易にする。
【００２９】
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　図６には、滑り層４０が面３８上に選択的に配置された複数の横方向に離間した部分か
らなる他の例示の移動手すり３０が示されている。このような構成では、滑り層４０は、
案内部と滑り層４０との間の望ましい低摩擦係合が達成されるように、案内部の面から面
３８を効果的に離している。図６に示される構成の１つの利点は、より少ない滑り層４０
の材料が、本発明における実施例の恩恵を与えながら使用されることである。
【００３０】
　１つの例では、滑り層４０は、該滑り層４０の材料からなる横方向に離間しかつ長手方
向に延びたストリップである。１つの例では、ストリップは型成形される。他の例では、
ストリップは筋を備える。これは、例えば、図７に示されている。図８に示される他の例
では、滑り層４０を形成する材料からなる複数のドロップないしビードが、面３８上に望
ましいパターンで長手方向にかつ横方向に離間している。
【００３１】
　ある例では、図示された様々な例に示されている滑り層４０における異なる構成の組み
合わせが含まれる。この説明を考慮すれば、当業者は、これらの特定の状況の要求を最も
満足させる組み合わせおよび材料の選択を実現するであろう。
【００３２】
　開示された例は、従来の移動手すりの設計と比べて様々な利点がある。滑り層４０に低
摩擦材料を使用することによって、移動手すりが案内部に沿ってスライドするときの摩擦
係数を減少する。これによって、移動手すりの寿命が延長される。摩擦係数は、移動手す
りの耐用寿命に影響を及ぼす主要な要因なので、本発明における例示の実施例を用いて摩
擦係数を減少することによって移動手すりの寿命を延長し、コストを大幅に削減できる。
開示された例の他の利点は、これらの例によって、移動手すりを動かす電力消費を減少で
きることである。摩擦係数がより小さいと移動手すりを要求通りに動かす電力もより小さ
くなる。他の利点は、滑り面において熱の発生がより少ないために移動手すりにわたる温
度制御がより向上し、ある例においては、より安価な材料が使用できることである。
【００３３】
　他の利点は、移動手すり案内部の構成における複雑さを減少することである。多くの通
常のシステムが、ニューエルに対応するローラを備えており、ニューエル部分の摩擦力を
減少する。このようなローラを付加することによって、乗客コンベヤアッセンブリの複雑
さおよび費用が増加してしまう。例示の滑り層４０の１つを使用して摩擦係数を減少する
ことによって、悪影響を及ぼさずにこのようなローラを無くすことができ、これにより、
材料と取付の観点からコストを削減できる。
【００３４】
　上記の説明は、例示的なものであって限定的なものではない。本発明の真意から逸脱し
ない開示された例の変更および修正が、当業者に明らかになるであろう。本発明における
法的保護の範囲は、添付の特許請求の範囲を参照することによってのみ決定される。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の実施例により設計された移動手すりを組み込んだ例示の乗客コンベヤを
示した図である。
【図２】図１の線２－２に沿って取った例示の移動手すりの断面図である。
【図３】図２の実施例における一部の選択された特徴部を概略的に示した図である。
【図４】図２に示されるものと同一の断面を備えた他の実施例の断面図である。
【図５】図２および図４に示されるものと同一の断面を備えた他の例示の実施例を示した
図である。
【図６】他の例示の実施例における断面図である。
【図７】滑り層における例示の実施例を概略的に示した図である。
【図８】滑り層における他の例示の実施例を示した図である。
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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【手続補正書】
【提出日】平成19年2月6日(2007.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の厚さを備えるとともに第１のポリマ材料からなり、掴み面を画定する本体部と、
　実質的により小さい第２の厚さを備えるとともに異なる第２のポリマ材料からなり、前
記掴み面の反対側にある非織物滑り層と、
　を備え、
　前記滑り層は、前記本体部における前記掴み面の反対側の選択された部分のみを覆い、
前記本体部の前記反対側にある材料が前記滑り層の無い箇所で露出することを特徴とする
乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項２】
　前記非織物滑り層は、型成形されるとともに前記本体部に固定されることを特徴とする
請求項１に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項３】
　前記非織物滑り層は、薄いフィルムであることを特徴とする請求項１に記載の乗客コン
ベヤ移動手すり。
【請求項４】
　前記非織物滑り層は、前記第２のポリマ材料からなる複数のビードであることを特徴と
する請求項１に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項５】
　前記非織物滑り層は、前記第２のポリマ材料からなる複数の長手方向に延びるストリッ
プであることを特徴とする請求項１に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項６】
　前記非織物滑り層は、２つの横方向に離間した部分からなり、前記本体部は、前記第２
のポリマ材料とは異なる露出したポリマ材料を有した中央部を備えることを特徴とする請
求項１に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項７】
　前記第２のポリマ材料は、フルオロポリマが含浸されたウレタン、ポリオキシメチレン
またはナイロンの少なくとも１つからなることを特徴とする請求項１に記載の乗客コンベ
ヤ移動手すり。
【請求項８】
　前記第２のポリマ材料は、潤滑剤を含むことを特徴とする請求項１に記載の乗客コンベ
ヤ移動手すり。
【請求項９】
　前記滑り層は、前記移動手すりの移動方向を横切るように配置された複数のスロットを
備えることを特徴とする請求項１に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項１０】
　第１の厚さを備えるとともに第１のポリマ材料からなり、掴み面を画定する本体部と、
　実質的により小さい第２の厚さを備えるとともに異なる第２のポリマ材料からなり、前
記掴み面の反対側にある非ファブリック滑り層と、
　を備え、
　前記非ファブリック滑り層は、前記本体部における前記掴み面の反対側の選択された部
分のみを覆い、前記本体部の前記反対側にある材料が前記滑り層の無い箇所で露出するこ
とを特徴とする乗客コンベヤ移動手すり。
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【請求項１１】
　前記非ファブリック滑り層は、型成形されるとともに前記本体部に固定されることを特
徴とする請求項１０に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項１２】
　前記非ファブリック滑り層は、薄いフィルムであることを特徴とする請求項１０に記載
の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項１３】
　前記非ファブリック滑り層は、前記第２のポリマ材料からなる複数のビードであること
を特徴とする請求項１０に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項１４】
　前記非ファブリック滑り層は、前記第２のポリマ材料からなる複数の長手方向に延びる
ストリップであることを特徴とする請求項１０に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項１５】
　前記非ファブリック滑り層は、２つの横方向に離間した部分からなり、前記本体部は、
前記第２のポリマ材料とは異なる露出したポリマ材料を有した中央部を備えることを特徴
とする請求項１０に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項１６】
　前記第２のポリマ材料は、フルオロポリマが含浸されたウレタン、ポリオキシメチレン
またはナイロンの少なくとも１つからなることを特徴とする請求項１０に記載の乗客コン
ベヤ移動手すり。
【請求項１７】
　前記第２のポリマ材料は、潤滑剤を含むことを特徴とする請求項１０に記載の乗客コン
ベヤ移動手すり。
【請求項１８】
　前記滑り層は、前記移動手すりの移動方向を横切るように配置された複数のスロットを
備えることを特徴とする請求項１０に記載の乗客コンベヤ移動手すり。
【請求項１９】
　第１のポリマ材料を用いて第１の厚さを備えた本体部を形成するステップと、
　前記本体部の選択された側における材料が前記滑り面の無い箇所で露出するように、異
なる第２のポリマ材料を用いて、前記本体部の選択された側における選択された部分上の
みに、実質的により小さい第２の厚さを備えかつ非織物または非ファブリックの少なくと
も一方である滑り面を設けるステップと、
　を含む乗客コンベヤ移動手すりの製造方法。
【請求項２０】
　前記本体部を型成形するステップと、
　前記本体部の選択された側に重ねて前記滑り面を型成形するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項１９に記載の製造方法。
【請求項２１】
　前記型成形された本体部を型内に配置するステップと、
　前記滑り面を形成するように前記第２のポリマ材料を前記型内に積層するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項２０に記載の製造方法。
【請求項２２】
　注入、滴下、ブラッシング、ローラまたはスプレーの少なくとも１つを用いて、前記選
択された側に前記第２のポリマ材料を塗布するステップを含むことを特徴とする請求項１
９に記載の製造方法。
【請求項２３】
　前記選択された側に複数の離間した滑り面部分を形成するステップを含むことを特徴と
する請求項１９に記載の製造方法。
【請求項２４】
　前記第２のポリマ材料に潤滑剤を入れるステップを含むことを特徴とする請求項１９に
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記載の製造方法。
【請求項２５】
　前記第２のポリマ材料は、フルオロポリマが含浸されたウレタン、ポリオキシメチレン
またはナイロンの少なくとも１つであることを特徴とする請求項１９に記載の製造方法。
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